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楽しく面白い授業を目指したいが・・・

学習指導要領 生徒の能力

共通テスト 資金&設備



モチベーションを支える三要素

ハードウェアを動かすことができる。

実社会と結びつきがある。

自己表現が可能である。
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プログラミング指導する上での考え方

分解①

②

③

④

⑤

⑥

⑦



プログラミング指導のポイント

1

2

3

生徒の課題の速度を上げる方法

生徒間にスキルの差があり進捗がバラバラになる問題

質問やトラブル対応に時間をとられない方法



1学期中間

1学期期末

2学期中間

2学期期末

3学期学年末

昨年度の年間カリキュラム

（座）教科書の内容 ＋ （実）タイピング

（座）教科書の内容 ＋ （実）HTML&CSS

（実）プログラミング基礎

（実）配膳ロボ（問題解決） ＋ （実）プレゼンテーション

（実）シミュレーション ＋ （実）相関分析，回帰分析

スキル醸成

コード記述
の練習



タイピングとHTML&CSS



タイピング

マイタイピング(web)で
各自タイピングを行う。
1周目 中段
2周目 中段＋上段
3周目 中段＋上段＋下段
4周目 中段＋上段＋下段

＋最上段

手を隠す板を上に置き
再度テスト

秒間2タイプ（2000点）
を超えたら教員に報告

手を隠して秒間2タイプ
（2000点）以上打てたら
合格
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タイピング
サイクル



HTML&CSS

タイピング実践

正確に記述しなくても動く

エディタの基本操作を学習
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<html enter   enter <style enter 14タイプ



プログラミングと問題解決



2学期 プログラミングと問題解決

Python基礎学習(10コマ)
プログラミングの基礎を学習

配膳ロボット基本動作(5コマ)
大きなプログラムを書く際の順序立てなどを学習

配膳ロボットカスタマイズ(4コマ)
自分達で飲食業界の問題を発見し解決してプレゼンテーション



Python基礎学習の戦略

Hello 
World

エラー
の
見方

If文，
While文へ

コメント
アウトの
仕方



エラーの見方

正しい 間違っている



エラーの見方（プリント）

6 croll scroll



Attribute Error

エラーの種類

ドット（.）の後の単語が間違っている可能性がある

Syntax Error

Name Error

Indentation Error

Import Error

特殊記号が間違っている可能性がある

単語やドット(.)の前の単語が間違っている可能性がある

タブやスペースが間違っている可能性がある

モジュールの指定が間違っている可能性がる



エラー対応

「何行目の何エラーが出たか」を
報告したら質問対応するというルール

対応する時間を極力削減

エラーの解決エラーの内容把握エラーの内容把握



コメントアウト

初心者は間違ったコードを書いた際に，
書いたコードを消そうとする。

コメントを利用することで，無効化さ
せ，先に進んだり前に戻ったりしやす
くさせる。



コメントアウト

Ctrl + /



アンコメント

Ctrl + /



その後の学習内容

前の時間の内容を復習してから次の内容へ



スキルの差の吸収

生徒間のスキルの差を吸収する３つのレベル別問題

まるうつし（写経レベル）の問題

自分で少し考える問題

深く考えたり，Webで調べたりしながら解く問題
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配膳ロボ 基本編
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プログラミング的思考力の分解

目標を小さく分割し，小目標のクリアを
繰り返していく

クリアしていくことでモチベーション
をアップさせる

より実践的な教材で近未来をイメージ



配膳ロボ 基本編 11のSTEP

目標に準拠した評価



配膳ロボ カスタマイズ編
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自分達で表現方法を工夫

配膳ロボのベンチャー企業の社長，副社長に
なったつもりで配膳ロボを製作

できた配膳ロボをプレゼンテーションし，
iPadで動画をとって提出

180度サーボモータ，低速モータ，液晶ディス
プレイ，LEDのうちどれか一つを利用



配膳ロボ カスタマイズ編の評価

ルーブリック評価



プログラミング指導のポイントまとめ

1

2

3

生徒の課題の速度を上げる方法

生徒間にスキルの差があり進捗がバラバラになる問題

質問やトラブル対応に時間をとられない方法

→タイピングを行いスキル上達

→エラーの種類を教え，授業支援ソフトやルールを作り対
応。

→レベル別問題を作り，学習者の能力に合わせていく。



プログラミング指導する上での考え方

分解①

②

③

④

⑤

⑥

⑦



ご清聴ありがとうございました。

佼成 プログラミング教育 検索
こうせい


